
別紙２
平成29年度予算ふるさとテレワーク推進事業

国際山岳観光資源×テレワークによる「しごとづくり・ひとづくりプロジェクト」
長野県白馬村

コンソーシアム名

コンソーシアム

白馬村ふるさとテレワークコンソーシアム

長野県白馬村、ヤフー株式会社、SBドライブ株式会社、長野県
参加機関名

（下線は代表機関）

地方移動者数 従業員：２名以上 個人：１名以上 地元ワーカー数 従業員：１０名以上 個人：２名以上

長野五輪後にノルウェーから譲り受けた村有施設を活用し、整備した拠点において連携協定を締結しているヤフー株式会社等
の社員がテレワーカーとして都市部の業務を行うとともに、地元ワーカーを雇用することで、住民が望む安定した通年雇用及び
観光閑散期に人的資源を活用する「一人多役（マルチワーク）」に対応できるフレキシブルなパートタイムワークを創出する。

事業概要
同時にフリーランスの移住者や長期滞在のテレワーカーが利用できるコワーキングスペースを整備し、国内外からの来訪者と
住民との交流の場とする。また、拠点利用者が地域の子ども～大人にIT教育を行うとともに、連携協定を締結している信州大
学や白馬高校との協働拠点とすることで、観光活性にも資するIT人材育成及び若者の地域への定着を推進する。

本事業により、観光偏重となっている地域の雇用に関する課題を解決し、それぞれのライフスタイルに合ったしごと環境を確保
して一人ひとりが輝く地域を創出するとともに、多様な人々の交流から知識と経験を蓄積することで地域の活力を創出する。
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課題

一人多役（マルチワーク）
雇用安定化・所得向上
多様な働き方への対応

↓

一人ひとりの活躍による
事業・イベントの有益化
挑戦する地域づくり
若者の定着
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